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Ⅰ　問題と目的
　現在，専門学校で学生と関わる中，発達障害が想定される『気になる』学生に対して，
特別な支援の必要性を感じている。2005 年 4 月に施行された「発達障害者支援法」を受け
たかたちで，同年，文部科学省が「発達障害のある児童生徒等への支援について（通知）」
を出し，発達障害学生に対して，大学及び高等専門学校においても，障害の状態に応じた
配慮を行うよう求めた。また，国立特別支援教育総合研究所が，大学・短大・高等専門学
校の相談室担当者に対する全国調査を実施し，過去５年間で 761 校（30%）の学校で発達
障害の診断があるか，疑いのある学生からの相談を受けていることが明らかとなった。
　一方，具体的な実践例として，2007 年に，佐世保工業高等専門学校と釧路工業高等専
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抄　　録
　本研究は，縦断的な手法による事例研究とフィールドワーク調査を進めていくことを通
して専門学校の『気になる』学生に対する支援のあり方を追究し，そこで得られた結果を
基にしながら，発達障害学生支援に関するサポート・アクションの充実に向けた理論的根
拠及び支援体制のあり方について検討した。その結果，個別支援として，①自己理解，他
者理解ができる機会の提供，②自己表現，他者受容をする場の設定，③信頼関係に基づく
相談支援，④就職に向けたキャリアサポートの重要性が明らかとなった。また，学校全体
の支援として，①校内支援委員会の確立と活性化，②スーパーバイザーの確保　③総合的
支援のためのコーディネート選任スタッフ配置　④気軽に相談できる受付システム確立，
⑤キャリア支援課の強化，⑥発達障害理解のための啓発，⑦卒業後相談・支援体制の整備
が早急の課題であることを示した。　
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